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1 . 組織の常識 
1 . 1 鎖国 
1 . 2 米本位制 
1 . 3 参勤交代 
1 . 4 世襲と身分制度 (以上第46巻 4 号) 
2 . 成長ゆえの衰退 
2 . 1 武士が武器を独占した社会 
2 . 2 家康を支えた譜代家臣団 
2 . 3 徳川幕府の金, 物, 人 
2 . 4 譜代筆頭井伊家の誇りと挫折 
  (以上第47巻 1 号) 
3 . 変化の気づきと互解 
3 . 1 海外事情 
3 . 2 田沼意次 
3 . 3 蘭学者たち (以上第47巻 2 号) 
4 . 常識の更新 
組織の適応モデル 
4 . 1 尊皇攘夷 
4 . 2 志士という名のアジテーター 
4 . 3 適塾と蘭学の行方 
4 . 4 幕末そして維新のあけぼの 
    (以上第47巻 3 号) 
Ⅱ. 江戸時代の春夏秋冬 
 組織の適応過程 
1 . 春 
1 . 1 最後の戦争 
1 . 2 改易と浪人の激増 (以上第47巻 4 号) 
1 . 3 将軍と天皇 
1 . 4 鎖国への道のり (以上第48巻 1 号) 
2 . 夏 
2 . 1 元禄時代 
2 . 2  5 代将軍綱吉と生類憐れみの令 
2 . 3 浅野浪士の忠義 
2 . 4 芭蕉を生んだ元禄時代 (以上本号) 
3 . 秋 
4 . 冬 
Ⅲ. 江戸時代の意味するもの 
おわりに 
2 . 夏 
組織の春に続く夏は, 組織の盛衰サイクルの
第 2 の局面で, 革新局面の後期である｡ このこ
ろになると, 復古派の抵抗も封じ込められ, 新
秩序の基礎固めが一段落し, その定着と仕上げ






















































して 3 年目に出した武家諸法度は, 従来の ｢文
武弓道の道, 専ら相嗜むべき事｣ という第 1 条






三代将軍までに確立した ｢組織の常識｣ は, 
すでに士農工商の各層に, そして全国津々浦々
にまで広く深く浸透し, 共有されていった｡ も












































張り, ふすま, 障子を立て, あんどんを灯すよ
うになった｡ 夜まで生活時間が延長したのであ

























































































なってしまったと書いているから, 幕初には 5 































































増えすぎた野犬を保護するため大久保に 2 万 5 
千坪, 中野に16万坪の大規模な犬小屋を作り,  

































































た｡ 浅野内匠頭 (あさのたくみのかみ) による
松の廊下の刃傷 (にんじょう) 事件はこんな力
関係の中で起こった｡ 
1701 (元禄14) 年 3 月14日, 浅野内匠頭が江戸
城松の廊下で, 吉良上野介 (きらこうずけのす








































































くらのすけ) の, 時代を読む深い洞察力といい, 
茶屋遊びで世間の目をはぐらかすなど慎重で用
意周到な気配りといい, 驚くほかない｡ 
























に目につくのが室鳩巣 (むろきゅうそう) の 
｢前代未聞の忠義｣ という意見だ｡ 
他の意見は, 集団で徒党を組んだ行動は幕府
図 1 大石内蔵助 
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する, というものであった｡ こうして翌年の 2 
月 4 日, 46人全員が切腹した｡ 
当時の議論の枠組みはこのようなものであっ
た｡ つまり, 本来ならただちに刑が執行されて



























綱吉は江戸城で ｢論語｣ ｢孟子｣ ｢中庸｣ など
を講じて人々に聞かせ, ｢易経｣ の講義だけで
























































































































ある｡ 桜田門外の変の場合は, これによって, 








2 . 4 芭蕉を生んだ元禄時代 
時代を超越した芸術 
松尾芭蕉の俳句で最も親しまれているものと
して ｢古池や 蛙飛び込む 水の音｣ という句
がある｡ 
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尾形光琳の ｢燕子花 (かきつばた) 図屏風｣ 


























山路来て 何やらゆかし すみれ草 
夏草や 兵 (つわもの) どもが 夢の跡 
静かさや 岩にしみ入る 蝉の声 
荒海や 佐渡に横たう 天の河 
秋深き 隣は何を する人ぞ 
この時代までの俳句は, 古典文学の基礎知識
がなければ, 理解できないのが普通であった｡ 
つまり, 万葉集, 源氏物語, 新古今和歌集, さ
らに中国の杜甫, 陶淵明などの詩文を知り尽く






























発し, 馬, 牛からはじまって, 犬, 猫, さらに

















松尾芭蕉は1644 (正保元) 年, 伊賀上野に生







































活躍し, 大坂の俳壇を支配していた｡ このため, 
大坂には田舎者が出ていって割り込むすきはな


































がらも, 繰返し旅に出てゆく｡ この当時, 深川
























紀行文としては 『野ざらし紀行』 『鹿島詣』 
『笈 (おみ) の小文』 『更級紀行』 最後に 『奥の















はもちろん, 武士, しかもかなり上級の藩士, 
















のような人もいれば, 宝井其角 (きかく) のよ




其角は ｢夕涼み よくぞ男に うまれけり｣ 
などの句で我々にもなじみ深いが, 根っからの








また, 全国に門人をもっていたという側面に図 2 松尾芭蕉 
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野ざらしを 心に風の しむ身かな 
と, 行き倒れを覚悟した悲愴な思いで出発し


























達｡ 彼らは江戸で 1 年を過ごし, そこで得た最
新情報を地方へ持ち帰った｡ 江戸の情報は 1 年









ち全国にとどろきわたる｡ 膳所 (ぜぜ) の商人
で門人である正秀 (まさひで) は, 奥の細道の
旅の最後に芭蕉が大津に立寄ると, そこに芭蕉
のために新しい庵を建てようとした｡ これに対



















｢組織の適応モデル｣ によれば, 組織の夏は 












1 . ｢無事の世｣ の下, 町人が新興勢力として
台頭してきた元禄時代 
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